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概要 
 ２１世紀の「情報」には「量子」視点が不可欠である。量子を情報の視点で捉えるときに最も基本
となることは，「波動関数」から系の情報をいかに引き出すか，ということである。その手法の一つ
に，Gell-Mann・Hartle による無矛盾履歴法と呼ばれるものがある。私は，無矛盾履歴法を用いた量
子現象の時間スケールの解明に取り組んでいる。現在，トンネル現象を利用した次世代半導体デバイ
スの開発が世界中で進められているが，そうしたトンネル効果デバイスの動作性能の向上のために
は，トンネル現象がどれくらいの時間で起きるのかということを正しく理解し，その時間（トンネル
時間）を制御できるようになることが重要である。私が現在力を入れていることは，無矛盾履歴法を
用いてトンネル時間を解明し，その制御のための方法を探ることである。この他，量子計算の分野に
も関心がある。 
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